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令和６年度
上下水道部の主な取組内容
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⑴ 安全安心な施設の機能保全

①老朽設備等の更新【3.41億円】

■中島配水場の配水ポンプ等の更新（R4-6の継続事業）

■帯広の森減圧弁（※）室の電動減圧弁等の更新（R4-6の継続事業）

（※）減圧弁：蛇口からの水の勢いを一定に保つための装置

中島配水場配水ポンプ 帯広の森減圧弁等設備

水道 ②配水管の更新【1.51億円】

■配水管の更新（L=2,117m）

(主な箇所) 西17条南31丁目 L=1,025m  ほか

簡水 ③川西地区の受水切替【1.76億円】

■十勝中部広域水道企業団からの受水に向けた送水管の整
備（L=2,307m）

下水 ⑤下水道管渠の長寿命化【0.83億円】

■老朽管渠の更新（L=424m）

(主な箇所) 西7条南1丁目ほか L=424m

下水 ⑥汚水処理統合の管渠整備【2.44億円】

■帯広川下水終末処理場から十勝川浄化センターに汚水を
送るための圧送管の整備（L=258m） ※Ｒ11より統合

下水 ⑦帯広川下水終末処理場の改修【0.11億円】

■滅菌池（※）の電気設備（R5-7の継続事業）と
機械設備（R6-7の継続事業）の更新

(※)滅菌池：きれいになった水を川に流す前に最後の消毒をする池

農下 ⑧合併処理浄化槽の設置【0.36億円】

合併処理浄化槽帯広川下水終末処理場の滅菌池

■岩内浄水場の浄水設備や制御設備等の更新（R6-8の継続事業）

水道

簡水 ④岩内浄水場の老朽設備の更新【0.20億円】
■合併処理浄化槽（5-10人用）の設置（6基）
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⑵ 災害に強い強靭な施設づくり

水道 ①配水管の耐震化【6.62億円】

水道 ②稲田浄水場の地震対策【1.53億円】

■耐震適合管路への更新（L=8,354m）

(主な箇所) 西21条南2丁目 L=1,257m ほか

①上下水道お客様センターの開設【2.20億円】

■料金収納業務の実施のほか、各種手続き
や相談をワンストップで受け付ける「上
下水道お客様センター」を開設し、市民
の利便性を向上

（令和6年4月1日開設）

■緊急遮断弁(※)の新設
(１基)

(※)緊急遮断弁：地震などで
配水管が破損した際に、
水をせき止め、流出を防
ぐ装置

下水 ③浸水防止のための雨水管整備
【2.99億円】

■稲田地区の雨水管の整備（L=1,103m）

■伏古別川の河川水侵入防止ゲートの整備(１基)

⑶ 持続的な経営基盤の確保
水道

簡水

下水

農下
水道 ②地面を掘らずに工事できるメー

ターボックスへの更新【0.15億円】

水道

簡水

下水

農下
③口座振替キャンペーン【20万円】

■100箇所新設

■口座振替の新規利用を促す
キャンペーンの実施

稲田浄水場の緊急遮断弁→ ←雨水管の整備
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< ビジョンの目標値の進捗状況 >

指 標 名
実績値
（R6）

計画値
（R6）

目標値
（R11）

雨水整備率 74.2% 74.2% 76.3%

（前年対比+0.3%）

< ビジョンの目標値の進捗状況 >

指 標 名
実績値
（R6）

目標値
（R6）

目標値
（R11）

水道管路の
耐震適合率

86.3% 86.9% 90.0%

（前年対比△0.9%）



令和６年度
水道・下水道

業務量 及び 経営指標
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水道事業会計 業務量

○ 水道事業では、給水人口は減少した一方、料金の対象になる有収水量は概ね横ばい

○ 簡易水道事業も同様に、給水人口は減少した一方、有収水量や有収率は概ね横ばい
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■水道事業 ■簡易水道事業
年度

区分

給 水 人 口 人
給水区域内の給水を
受けている人口 159,919 158,169 156,693 △ 1,476 △ 0.9 3,034 2,982 2,933 △ 49 △ 1.6

給 水 戸 数 戸
給水契約をしている
戸数 81,610 81,457 81,408 △ 49 △ 0.1 1,028 1,027 1,026 △ 1 △ 0.1

普 及 率 ％
給水区域内人口に占
める給水人口の割合 99.97 99.97 99.97 0.00 94.05 94.61 94.52 △ 0.09

年間総配水量 15,657 15,604 15,624 20 0.1 663 648 632 △ 16 △ 2.5

自己水源 9,358 9,540 9,334 △ 206 △ 2.2 468 445 431 △ 14 △ 3.1

企業団受水 6,299 6,064 6,290 226 3.7 195 203 201 △ 2 △ 1.0

14,352 14,352 14,376 24 0.2 472 473 486 13 2.7

用 語 解 説

71.15 72.95 76.89 3.94

令 和 ４ 年 度
決 算

令 和 ５ 年 度
決 算

令 和 ６ 年 度
決 算

比較増△減

前年対比増減
増 減 率
（ ％ ）

91.66 91.98

増 減 率
（ ％ ）

比較増△減

前年対比増減

令 和 ４ 年 度
決 算

令 和 ５ 年 度
決 算

１年間に配水した
水量千ｍ

3

％
年間総配水量に占め
る有収水量の割合

総配水量のうち、漏
水等を除いた料金収
入の対象となる水量

令 和 ６ 年 度
決 算

92.01

有 収 水 量 千ｍ
3

有 収 率 0.03



○ 下水道事業では、年間総処理水量は減少した一方、使用料の対象となる有収水量は概ね横ばい

○ 農村下水道事業では、年間総処理水量・有収水量ともに概ね横ばい

下水道事業会計 業務量
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■下水道事業 ■農村下水道事業
年度

区分

年 間 総 処 理 水 量 千ｍ
3
１年間に処理場や合
併処理浄化槽などで
処理した水量

25,805 24,113 22,929 △ 1,184 △ 4.9 184 184 186 2 1.1

有 収 水 量 千ｍ
3

総処理水量のうち、
雨水や不明水等を除
いた使用料収入の対
象となる水量

16,127 16,079 16,088 9 0.1 184 183 185 2 1.1

普 及 率 ％
行政区域内人口に占
める処理区域内人口
の割合

97.14 97.17 97.14 △ 0.03 △ 0.0

合 併 処 理 浄 化 槽
設 置 基 数 累 計
(個別排水処理事業)

基
合併処理浄化槽の
累計設置基数 619 632 638 6 0.9

前年対比増減
増 減 率
（ ％ ）

用 語 解 説
令和４年度
決 算

令和６年度
決 算

比較増△減
令和５年度
決 算

令和４年度
決 算

令和５年度
決 算

令和６年度
決 算

比較増△減

前年対比増減
増 減 率
（ ％ ）



水道事業会計・下水道事業会計 経営指標

○ 水道事業・下水道事業では、経常収支比率が100％を上回り、健全経営を維持

〇 法定耐用年数を超えた管は増加傾向だが、老朽管更新・管路耐震化の加速化やテレビカメラ調査等により適切に維持管理
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■水道事業 単位：％ ■簡易水道事業 単位：％

年度

経常収支比率
水道料金などの収益で、維持管
理費などの費用をどれだけ賄え
ているかを表す

116.42 115.18 112.79 △ 2.39 △ 2.1 87.41 90.66 92.09 1.43 1.6

料 金 回 収 率
給水にかかる費用を水道料金で
どれだけ賄えているかを表す 92.36 84.76 101.51 16.75 19.8 74.01 78.65 84.91 6.26 8.0

有形固定資産
減 価 償 却 率
(水道事業会計)

償却対象の有形固定資産の減価
償却が、どの程度進んでいるか
を表す

48.27 49.73 50.54 0.81 1.6

管路経年化率
法定耐用年数40年を超えた管路
延長の割合を表す 22.37 24.93 27.67 2.74 11.0 58.32 60.77 60.78 0.01 0.0

※令和４年度と５年度は、水道料金の基本料金免除を行ったため、数値が低くなっている

■下水道事業 単位：％ ■農村下水道事業 単位：％

年度

経常収支比率
下水道使用料などの収益で、維
持管理費などの費用をどれだけ
賄えているかを表す

113.65 112.97 113.91 0.94 0.8 102.98 100.54 99.29 △ 1.25 △ 1.2

経 費 回 収 率
汚水処理にかかる費用を下水道
使用料でどれだけ賄えているか
を表す

110.36 108.79 113.11 4.32 4.0 39.07 39.89 38.73 △ 1.16 △ 2.9

有形固定資産
減 価 償 却 率
(下水道事業会計)

償却対象の有形固定資産の減価
償却が、どの程度進んでいるか
を表す

55.00 56.65 58.42 1.77 3.1

管渠老朽化率
法定耐用年数50年を超えた管渠
延長の割合を表す 12.86 14.00 15.34 1.34 9.6 0.00 0.00 0.00 0.00 -

指標

指標

令　和
４年度

令　和
５年度

令　和
６年度

比較増△減

前年対比増減 増 減 率 前年対比増減 増 減 率

令　和
４年度

令　和
５年度

令　和
６年度

比較増△減
用 語 解 説

令　和
５年度

令　和
６年度

比較増△減

前年対比増減 増 減 率 前年対比増減 増 減 率

令　和
５年度

令　和
６年度

比較増△減 令　和
４年度

令　和
４年度

用 語 解 説

※※ ※※



水道事業会計
令和６年度決算概要
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１ 収益的収支～水道事業の運営に関する収支

差額の税抜き額
4.34億円が純利益！

○ 帯広市の水道事業会計は、都市部に水を供給する「水道事業」と、農村部の「簡易水道事業」からなる

○ 収益的収支は、１年間の経営活動で発生する「収益」と「費用」からなり、企業の経営成績を表す

○ 収益の大部分を「料金収入」が占める。費用は、施設や水道管の「維持管理費」と「減価償却費（※1）」が多くを占める

○ 令和６年度は、人件費等の上昇に伴う設備点検業務委託料の増加などの影響で、前年度より若干少ない4.34億円の純利益と
なったが、料金徴収業務などの包括委託による経費削減などに伴い、計画値である「ビジョン値」を2.02億円上回った

(※1)と(※2)については、
次ページで解説
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純利益がビジョンを
2.02億円上回る！

（表・グラフとも　税込み　単位：億円）

令和５年度
決算額

令和６年度
決算額

増減額 増減率

水道 42.57 42.88 0.31 0.7%
簡易水道 1.68 1.67 △ 0.01 △0.6%

合計 44.25 44.55 0.30 0.7%
水道 35.75 36.79 1.04 2.9%

簡易水道 1.80 1.75 △ 0.05 △2.8%
合計 37.55 38.54 0.99 2.6%
水道 5.23 4.47 △ 0.76 △14.5% 2.65 1.82

簡易水道 △ 0.16 △ 0.13 0.03 △18.8% △ 0.33 0.20

合計 5.07 4.34 △ 0.73 △14.4% 2.32 2.02

収
益
的
収
支

収
益

費
用

令和６年度
上下水道

ビジョン値
増減額

純利益
(税抜)



２ 資本的収支～設備投資とその財源に関する収支

不足額21.50億円は、
累積資金で補てん

○ 資本的収支は、公営企業の将来の経営活動に備えて行う「施設や水道管の建設・更新費用」や「借入金の返済」などの
支出と、その「財源となる収入」からなる

○ 資本的収支では、通常、収入よりも支出額が大きくなり、令和６年度の不足額21.50億円は、次ページで説明する「累
積資金」で補てん

【用語解説】
(※1)減価償却費…長く使う水道管などの資産の建設費用を、その資産が使用できる年数で割って、毎年の費用として計上する会計処

理。帳簿上の処理で、現金の動きはない費用。

(※2)長期前受金戻入…長く使う水道管などの資産の建設時の財源（国の補助金や市からの出資金など）を減価償却に合わせて毎年
徐々に収益として計上する会計処理。帳簿上の処理で、現金の動きはない収入。
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（表・グラフとも　税込み　単位：億円）

令和５年度
決算額

令和６年度
決算額

増減額 増減率

水道 5.92 7.37 1.45 24.5%
簡易水道 2.28 2.20 △ 0.08 △3.5%

合計 8.20 9.57 1.37 16.7%
水道 28.27 28.57 0.30 1.1%

簡易水道 2.56 2.50 △ 0.06 △2.3%
合計 30.83 31.07 0.24 0.8%

22.63 21.50 △ 1.13 △5.0%

資
本
的
収
支

不足額

収
入

支
出



累積資金残高（各年度末） 　単位：億円

17.86 17.59 △ 0.27 △1.5% 11.99 5.60

0.71 0.79 0.08 11.3% 0.06 0.73

18.57 18.38 △ 0.19 △1.0% 12.05 6.33

令和６年度 増減額 増減率

令和６年度
上下水道

ビジョン値
増減額

水道

令和５年度

簡易水道

合計

３ 累積資金残高～これまで貯めてきた資金

○ 累積資金残高は、外部に流出せず、企業内部に残っている資金の額

○ 令和６年度末の残高は、18.38億円。前年度末残高は18.57億円だったが、令和６年度中に「純利益」や現金の動きがな
い費用である「減価償却費」などで21.31億円増加した一方、前のページで説明した「資本的収支の不足額の補てん」で
21.50億円使用したため、差し引き0.19億円減少（下記イメージ図参照）

〇 前年度より若干減少したが、計画値である「ビジョン値」を6.33億円上回っており、健全な経営を維持できている
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ビジョン値を大きく上回っており、
健全経営を維持！【累積資金残高の動き（イメージ）】 単位：億円

累積資金
Ｒ５残高
18.57

純利益 4.34

減価償却費など
15.32

その他 1.65

資本的収支
不足額補てん

21.50

累積資金
Ｒ６残高
18.38

＋

増加 21.31

－

使用 21.50

＝

差引
-0.19



下水道事業会計
令和６年度決算概要
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（表・グラフとも　税込み　単位：億円）

令和５年度
決算額

令和６年度
決算額

増減額 増減率

下水道 50.84 50.73 △ 0.11 △0.2%
農村下水道 1.32 1.35 0.03 2.3%

合計 52.16 52.08 △ 0.08 △0.2%
下水道 44.58 44.33 △ 0.25 △0.6%

農村下水道 1.32 1.37 0.05 3.8%
合計 45.90 45.70 △ 0.20 △0.4%
下水道 5.53 5.87 0.34 6.1% 6.63 △ 0.76

農村下水道 0.01 △ 0.01 △ 0.02 △200.0% 0.04 △ 0.05

合計 5.54 5.86 0.32 5.8% 6.67 △ 0.81

純利益
(税抜)

収
益
的
収
支

収
益

費
用

令和６年度
上下水道

ビジョン値
増減額

１ 収益的収支～下水道事業の運営に関する収支

差額の税抜き額
5.86億円が純利益！

○ 帯広市の下水道事業会計は、都市部の下水を処理する「下水道事業」と、農村部の「農村下水道事業」からなる

○ 収益は、水道ほどではないが、下水道使用料の占める割合が高い。また、雨水処理にかかる費用は、使用料ではなく、
公費（一般会計）で負担するため、水道に比べて他会計負担金が多い

○ 費用は、水道同様、施設や下水道管の「維持管理費」と「減価償却費」が多くを占める

○ 令和６年度は、十勝川浄化センターの負担金の減少などの影響で、前年度より若干多い5.86億円の純利益となったが、
人件費の上昇に伴う施設維持管理にかかる委託料の増加などの影響で、計画値である「ビジョン値」を0.81億円下回った
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純利益はビジョンを
0.81億円下回る



２ 資本的収支～設備投資とその財源に関する収支

不足額13.73億円は、
累積資金で補てん

○ 資本的収支は、公営企業の将来の経営活動に備えて行う「施設や下水道管の建設・更新費用」や「借入金の返済」など
の支出と、その「財源となる収入」からなる

○ 資本的収支は、通常、収入よりも支出額が大きくなり、令和６年度の不足額13.73億円は、次ページで説明する「累積
資金」で補てん
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（表・グラフとも　税込み　単位：億円）

令和５年度
決算額

令和６年度
決算額

増減額 増減率

下水道 12.35 10.95 △ 1.40 △11.3%
農村下水道 0.69 0.44 △ 0.25 △36.2%

合計 13.04 11.39 △ 1.65 △12.7%
下水道 30.86 24.27 △ 6.59 △21.4%

農村下水道 1.13 0.85 △ 0.28 △24.8%
合計 31.99 25.12 △ 6.87 △21.5%

18.95 13.73 △ 5.22 △27.5%

資
本
的
収
支

収
入

支
出

不足額



累積資金残高（各年度末） 　単位：億円

13.76 19.60 5.84 42.4% 9.40 10.20

0.01 0.01 0.00 0.0% 0.00 0.01

19.61 5.84 42.4% 10.21

16.15 2.38 17.3% 6.75合計（汚水追加借入除く）
13.77 9.40

下水道

農村下水道

合計

令和６年度
上下水道

ビジョン値
増減額

令和５年度 令和６年度 増減額 増減率

３ 累積資金残高～これまで貯めてきた資金

○ 累積資金残高は、外部に流出せず、企業内部に残っている資金の額

○ 令和６年度末の残高は、19.61億円。前年度末残高は13.77億円だったが、令和６年度中に、「純利益」や現金の動きが
ない費用である「減価償却費」などで19.57億円増加した一方、前のページで説明した「資本的収支の不足額の補てん」
で13.73億円使用したため、差し引き5.84億円増加（下記イメージ図参照）

〇 なお、令和６年度以降、汚水処理施設等の整備については、交付税措置を最大限活用するため、可能な限り企業債を追
加借り入れしており、整備の財源として累積資金を使う必要がなくなったため、累積資金残高が計画よりも増加

〇 追加借り入れの令和６年度末残高3.46億円を除いた実質の累積資金残高は16.15億円で、計画値である「ビジョン値」
を6.75億円上回っており、健全な経営を維持できている
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ビジョン値を大きく上回っており、
健全経営を維持！【累積資金残高の動き（イメージ）】 単位：億円

累積資金
Ｒ５残高
13.77

純利益 5.86

減価償却費など
13.20

その他 0.51

資本的収支
不足額補てん

13.73

累積資金
Ｒ６残高
19.61

＋

増加 19.57

－

使用 13.73

＝

差引
+5.84


